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●図説　議会はどんなところだろう　

　　　　　　　　　　　　１～３ページ

●９月議会を振り返って　４～５ページ

●一般質問　　　　　　　６～１０ページ

●議員特例に関する見解　１１～１２ページ

巻頭言　

　議論が活発におこなわれる議会のカタチはどんなかたちでしょうか？

きわめて平凡な答えですが、議員がテーブルを囲む形がいいと思います。

議員同士が議案についてその是非をじっくりと話し合うにはその形がベスト。

その周囲には、市役所の実務者がいて、確認しなければならない点は確認しつつ、

結論を導きだしていく。また、論議の様子を見守る市民が気軽にやってきて、

すぐ脇で傍聴できるような開かれた議会を目指さなければならないと思います。

　

●ホームページのお知らせ
本市議会通信はそのままホームページでご覧いただけます。

バックナンバーも公開しています。

http://www.doh-net.jp/kaiju/

●メールマガジンも発行しています。
メールアドレス　kaiju_t@yahoo.co.jp
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市議会議員　海住恒幸の議会報告

●この通信は、松阪市議会議員の海住恒幸(かいじゅう・つねゆき）が毎月1回発行しています。●この通信は、松阪市議会議員の海住恒幸(かいじゅう・つねゆき）が毎月1回発行しています。

議会はどんなところだろう

海住恒幸（かいじゅう・つねゆき）　

市議会議員（1期目）

１９５８年（昭和３３年）１０月１８日美杉村生まれ（４４歳）松阪市立中部中学校、
三重県立伊勢高校を経て、８２年（昭和５７年）に早稲田大学教育学部卒業。
新聞記者となり、夕刊三重と読売新聞で２０年、記者生活。勤務しながら、
２０００年（平成１２年）、松阪大学大学院修士課程修了（政策科学専攻）。雑誌
「伊勢人」（旧伊勢志摩）の伊勢文化舎で雑誌編集を学ぶ。

編集・発行人

でも議会がまるごと出掛けて行く。大勢の住民たちが見守る中、ときに公聴制度を活
用し住民の方に発言をしてもらいながら議事を進めるのはどうか。
　議会制度先進地のイギリスやアメリカでも地方議会とは大方そんなものだ。山間の
まちやむらへ議会ごと出掛けて行って、声を大にする住民の思いにみんながじかに耳
を傾けながらの出張審議をすれば、８２人の議員がいなくても地域の声は確実に議会
に反映される。
　こうすることで、これまで住民に「見えなかった議会」が「見える議会」に生まれ
変わるという副産物すら得られる。
　まちなかでも同じこと。絶えず、市民の目線の中にある風通しの良い議会。これま
での議会のかたちという常識にこだわっていれば何もできないが、殻を破り、だれも
が理想に思う「かたち」に近づけるよう議会の形式を変えたい。それが地方分権時代
というものである。思いっきりのよさと決断があれば街も議会も変わる。
　
　　わたしは、合併市民委員会や、市長、町長
らの法定合併協議会を傍聴していて思った。
　合併協議の中から、議会の定数、任期だけ
でなく、地方分権時代にふさわしく松阪方式
の議会づくりを市民と一緒に模索し、現在の
形式主義的な議会の堅い扉をこじ開け、本当
に市民に開かれた活気ある議会に変える論議
に発展させていくことも、合併後の新市をつ
くっていくうえで必要な論議である、と。
　議会のあり方を本当に問えるのは有権者で
ある市民しかいない。自治体のあり方を問う
いまがいちばん大きなチャンスである。


